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章仕・ロータリーを私は信奉する。

第903号　1977・4・19（火）（小雨）No・37

湯田川観梅と新入会員歓迎会、家族会
於　湯田川温泉　ますや旅館

3　時　産業会館前をバスで出発、湯田川着後、梅林見学
5　時　例　　会。

－本日のプログラム－

1．点　　　　鐘

2．ロータリーソング　　「我等の生業」

3．会長報告

4．幹事報告

小池志保さんからのお便り

湯馴l温泉の梅林について　親睦活動委員長　森田清治君
湯田川の梅林と私　　佐藤伊和治君

5．懇親会～乾杯　　親睦委員会　丹下誠四郎君

同伴奥様紹介～各々御主人より
森田君、上野君、新穂君、丹下君等の名調子も飛び出て、最後は全員で「手に手つ
ないで．／」を合唱。盛会裡に終了。夜7時、バスで帰宅。

6，出席報告



』会長報告

本日は御案内の通り例会場を変更して、親睦委員会さんの御世話によって湯田川温泉ます
や旅館に於て新入会員歓迎、春の会員家族会を開催致しました。

本年は大雪に見舞われ待遠しい春でありましたが今日はあいにく小雨の中の御花見となり
ました。己に皆さん御承知の通り湯田川の梅林は当クラブ会員佐藤伊和治さんの御提唱によ

り出来上ったのでありまして、すぼらしい環境の下に梅林も育ち鶴岡市の一名所になりまし

た。誠に立派な社会奉仕活動をお残し下さった事を皆さんと共に探く感謝申し上げたいと思
います。

さて私達のロータリー年度も残り少くなりましたが、GSEの受入、台車港区R・Cの来

訪等を初めとして最後の活動に入りますのでよろしく御願い致します。

本日は春の香りの中に親睦の輪を拓めて戴き楽しい一口でありますよう御ゆっくり御歓談の

程を御願い致します。

臼幹事報告

立　川R・C～　4月28日（木）観桜会のため　P・M5：00

狩川楯山公園旧社務所（多1，500

冨田芸…：呂＝喜雲品呂iG・S・相同例会のため
5月3日（火）P・M5：00

東急イン・ル・ポットフー

新　庄R．C～第1例会は尾花沢最上R・Cと合同例会のため
5月4日（水）p・M12：30

罰庄商工会議所大ホール
八　幡R・C　～　4月23日（土）観桜会のため　　P・M7：00

八幡町市条普門院　＠2，000

＜小池志保さんからのお便り＞

鶴岡ロータリークラブ会長様

早いもので、こちらに着いてから3週間が過ぎようとしています。
おかげさまで、ようやくホストの家族にも馴れ、学校では友達もたくさんでき、楽しい毎日

を送っております。言葉は、まだまだ十分でなく、ゆっくりと簡単に話してもらっています

が、着いた当時にくらべれば、いくぶんかほ良くなった感じです。

3月28日にゴルゴンロータリークラブの例会に出席しました。

小さなクラブですので、会員の皆様ひとりひとりと話をする機会を得、とてもうれしく雪い

ました。

こちらは夕方：′こなると膚寒く感じられる毎日です。秋とはいっても木の葉は色付かた．、とい

うことで、それがすこしさみしいような感じです。
ローータリーの例会報告書をいただきましたので、お送りいたします。

ではロ「タリークラブの皆様によろしくお伝えください。

づ月7日（水）
小　池　悪　卜三



湯田川温泉の梅林について　　　親睦活動委員長　森田清治君

新入会員歓迎と会員家族会を御案内いたしましたところ多数の御参加を得ましたこと誠に
有難く御礼申し上げます。
っきましては単に眺めただけでは意義がなさすぎますので、この梅林公園はどのようにし

て出来たかを参考までにその要旨を申し上げたいと思います。

私共が参りましたあの梅林公園の背中合せの地名が藤沢と申しますが、その昔遊行上人がこ
の地に訪れる前は梅ヶ沢と申しており、何か梅の成育に関係があったのでないかと思われま

す。今から15年乱今は故人となりました丸金さん（阿部金治郎氏）が3ヶ年に亘り梅の苗

木を約2，000本村に寄附されておりますCそのころより湯田川の指導者間で湯m川に梅林公

園を建設しようとの話し合いがなされましたが、具体化することなく時を過しておったので
すが、その間当時の鶴岡商工会議所会頭佐藤伊和治氏が自費で各地の梅林公園をおしどり夫

婦て視察したり、大学の先生に専門的な御教えや御意見を聞いたりして、湯田川は梅林公園

建設の適地であると朝野に呼びかけると共に、市当局にも強力なる働きかけを行なったので

あります。

時を同じくして話しを聞き及びし湯田川温泉の2代目で組織している親和会のメンバーが

若い力と情熱を結集、市に対する陳情と共に運動を開始したのであります○勿論のことなが
ら現湯田川温泉観光協会長の当「ますや」の主人忠鉢蔵書氏の陣頭指揮は当然のことであり
ました。その結果、市議会で梅林公園の建設が決定され、県もこれに賛同したのであります
か、予定地の土地の取得には大変な苦労があったようですが、結果的には地主の協力を得ま

して全地借地にて45年に着手、48年6月末完工、同年7月に竣工式を行い同時に市から湯田

川温泉観光協会に管理委託をなされたものです。
その竣工式の式辞の中で観光協会長忠鉢氏は最近の交通革命の進展で東北地方が大きくク
ローズアップされ今後観光地としての庄内地方の発展が約束されているとき情緒豊かな湯田

川温泉にふさわしい梅林公園の竣工を見たことは誠に喜びに堪えません。これも偏えに県、

鶴岡市をはじめ鶴岡商工会議所会頭佐藤伊和治氏並びに樹林寄贈者金屋興業株式会社、荘内
銀行．鶴岡信用金庫、其の他の御厚志と、内にあっては土地提供者及び湯馴【温泉各位の御
協力の賜もので満腔の謝意を表する次第です。
今後は各位の意を体し私達はこの梅林公園の栽培管酎こ全力を尽し湯田川温泉の梅林0梅

林の湯田川温泉の名にふさわしいものにするべく努力する所存で御座いますと結んでおられ
ます。以上のような経過をもって完成した梅林公園は面積3，056坪（9人よりの借地）工費
1，100万円（県500万円、市500万円、湯田川100万円）樹木、梅約800本、牡丹200本、つつじ

200本、萩20本、跳10本、外にバラ、桜、こぶし、草花をもって構成し、開花は4月中旬の梅

に始まり9月中旬の萩まで順次開花があり家族連れや観光客でにぎわっている現在である。

管理費は51年度の予算では155万円漕除草費80万、借地代18万）を要し内、市からの補助

金は60万円とのことであります。

梅林公園にて会員諸兄 佐藤伊和治君御夫妻



尚、今後について忠鉢観光協会長は梅林公園竣工以来4年余、樹木も順調に成長している

ものと思われるし観光客も年毎に増加を辿っており樹木の成長と共に必ずや梅林の蕩け日日と
いうことになると確信しているし、予算の許す限り水道栓、あづまや、照明燈の増設や散歩

道の改良、芝生の張り付け等をして行きたいし、又梅祭りや牡丹祭り、短歌会、撮影会等の
共催も良いのでないかと思っています等、情熱を注いでいる将来の計画の一端を意慾的に話
してくれました。本当に将来が楽しみであると思います。

以上、本日皆様と共にこの地に足を運んで湯田川温泉梅林公園で観梅と庄内平野を一望し

たこの公園も先に申し上げましたように多くの人々の汁と奉仕の努力により、又たゆまぬ管

理によって今日になっていることを申し上げまして終りといたします。御ゆっくり御懇談下

さい。

湯田川梅林と私　　　　佐藤伊和治君

どうと云う訳があってではないが生来梅が大好きである。

忘れも知ない昭和44年2月24日に鶴岡を出て水戸の倍菜園を見に行った。その後各地の梅園

も見て歩いたが、梅は温暖多湿の地を好むとされているので、山大農学部の先生方からも種
々調査していただいた結果、湯田川は適地であるとの結論が出た。多分梅園としては北限だ

ろうと思う。

それからは市当局への陳情もあったけれ共陳情と云うより噛みついたと云った方が良い程

猛進したものである。今考えてみるとまったく梅に対る狂気と情熱で奔走したけれ共、あん

な時代もあって良かったのだと思う。今日の湯田川梅園を作るについての動機になった事で

満足しています。

■出席報告

会　員　数

出　席　数

出　席　率

欠書 阿部（公）君、阿部（裏）君、半田君、飯自君、石黒君、海東
君、玉城君、風間君、黒谷君、石倉君、角田君、中野（垂）

芸儲蓋篭芸き蓋冠芸こ詰芸濃警語等雷雲

＜会報委員会よりお願い＞
・毎回会員各位にお願いしているように、スピーチ等の場合、原稿叉は要旨（箇条書

きでも可）を提出して頂くと、省力化が計れますので、御協力下さい。
・各委員会の委員長の皆さん〝　委員会報告用紙がありますので、御利用下さい。
・原稿、要旨、報告事項はスピーチ等終了後、直ちに会報委員にお渡し下さい。

・写真は印刷の関係上なるべく白黒でお厭いします。
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